
７．２１災害のご報告と課題

山口大学大学院理工学研究科　
防府/防災ネットワーク推進会議 瀧本　浩一

2009年11月20日金曜日
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防府市小野奈美地区
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防府市小野奈美地区
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1級河川「佐波川」小野地域
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官民協働型佐波川流域防災訓練2009準備のための
行政向け事前図上訓練（6月10日）

国土交通省山口河川国道事務所、島地川ダム管理事務所
山口県河川課および山口、防府、周南土木事務所
周南市および支所、山口市および支所、防府市

国

県

市

時間の流れ

2009年11月20日金曜日



多くの地域での防災研修、ワークショップを通して
得られた意見（特に地方で）

課題
＜要援護者と住民側＞
・災害時の要援護者の避難支援をしたいが、人手がない、
　あるいは高齢者ばかり（老-老支援、老-老共助）
・民生委員も高齢化（いざという時の対応力がない）
・要援護者自身が災害・防災の知識がない。（蚊帳の外）
・個人情報を盾に協力しない住民がまだいる。(知識のつき過ぎ)
・自主防災組織、自治会が機能していない。（地域力低下）

＜行政側＞
・(地方の)兼任防災担当では負担が大きい(給付金と防災対応)
・災害時要援護者マニュアルは重厚すぎて使えない。
・防災啓発したいが、どのようにしたらよいかわからない。
・総務系（防災）と社会福祉協議会が連携できていない。
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鹿児島県喜界島
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古い伝統的集落、建物老朽化
高齢化
想定震度　震度６強
地震発生6分後、波高5ｍの津波来襲

避難場所・経路確認、声かけ検討
避難時間検証

長期的に
建物の耐震補強などを検討
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10

鹿児島市坂元地区
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急傾斜、家屋密集、狭隘道路
土砂災害、内水氾濫
頂上付近に避難所（学校）
高齢化、高齢者コミュニティの崩壊

若年によるコミュニティが活発
→子どもへの防犯活動がきっかけ
　防災活動が始動
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中山間温泉地域での避難訓練（実験）

2009年11月20日金曜日




